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今月の
表紙

小田小学校3年生が山ノ上地区で干し柿づくりを体験。
ハズ（柿を採る道具）を器用に使い、木に実った西条柿を採っていました。
山ノ上地区では、12月 22日㈰に、「第21回山ノ上干柿まつり」が開催されます。



●
勤
務
内
容
　
保
育
補
助
、
給
食
の
運
搬
お
よ
び
配
膳
、
排
泄
処
理
や

　
　
　
　
　
　
着
替
え
、
午
睡
の
補
助
、
保
育
の
準
備
（
製
作
）
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
片
付
け
の
補
助
、
草
取
り
等
園
内
の
環
境
整
備
、
掃
除
等

●
雇
用
期
間
　
令
和
２
年
４
月
〜
令
和
３
年
３
月

●
資
　
　格
　
園
お
よ
び
子
ど
も
の
個
人
情
報
を
厳
守
し
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、
子
ど
も
が

好
き
な
人
、
園
で
の
勤
務
が
可
能
な
体
力
の
あ
る
人

●
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
う
ち
休
憩
30
分
）　
基
本
的
に
は
平
日
の
み

●
賃 

金 

等
　
１
，
０
０
０
円
／
時
間
　※

通
勤
手
当
・
期
末
手
当
支
給
、
有
給
休
暇
有
り

●
保
険
加
入
　
雇
用
保
険
・
労
働
保
険
加
入
　※

月
16
日
以
上
勤
務
の
場
合
は
社
会
保
険
加
入

●
申
込
期
日
　
令
和
２
年
１
月
10
日
㈮
ま
で
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　※

申
込
書
は
保
健
福
祉
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

●
選 

考 

等
　
令
和
２
年
１
月
中
旬
に
面
接
予
定

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

令
和
２
年
度
町
内
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

保
育
補
助
員
募
集

Information
まちからの

お知らせ

空
き
家
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

新
規
創
業
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
お
考
え
の
人
へ

　
町
で
は
、県
下
一
有
利
な
補
助
制
度
を
設
け
て
、法
人
事
業
者
、個
人
事
業
者
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
を
活
用
し
て
新
規
に
創
業
を
考
え
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

必
ず
事
業
着
手
前
に
産
業
観
光
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
着
手
後
に
申
請
し
た
場
合
は
、
補
助
金
の
交
付
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係
　
☎（
82
）１
０
１
６

空
き
家
活
用
新
規
創
業
支
援
事
業
補
助
金

●
主
な
申
請
条
件

•
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

（
町
外
者
は
、
町
内
に
住
所
を
移
し
て
事
業

を
行
う
こ
と
）

•
新
規
創
業
後
、週
３
日
以
上
営
業
す
る
こ
と

•
備
中
西
商
工
会
の
経
営
指
導
を
受
け
て
、
補

助
金
交
付
か
ら
５
年
以
上
空
き
家
を
店
舗
と

し
て
事
業
を
行
う
こ
と
等

●
対
象
経
費
・
補
助
金
額

①
設
備
資
金
補
助

空
き
家
購
入
費
・
改
修
費
・
設
備
備
品
導
入

等
に
要
す
る
経
費

補
助
率
２
／
３
以
内

（
補
助
上
限
額
３
０
０
万
円
）

②
経
営
支
援
補
助

市
場
調
査
・
販
路
開
拓
・
展
示
会
出
展
・

広
告
宣
伝
・
販
売
促
進
等
に
要
す
る
経
費

補
助
率
１
／
２
以
内

（
補
助
上
限
額
１
０
０
万
円
）

③
賃
借
料
補
助

（
空
き
家
を
借
り
て
創
業
す
る
場
合
）

※

創
業
か
ら
２
年
を
限
度
。
敷
金
、
礼
金
、

共
益
費
を
除
く
。

１
年
目 

補
助
率
２
／
３

（
補
助
上
限
額
80
万
円
）

２
年
目 
補
助
率
１
／
２

（
補
助
上
限
額
60
万
円
）

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
誘
致
事
業
補
助
金

●
主
な
申
請
条
件

•
オ
フ
ィ
ス
等
開
設
後
、
３
年
間
は
事
業
継

続
す
る
こ
と

•
オ
フ
ィ
ス
等
開
設
時
か
ら
１
週
間
以
内
に

40
歳
未
満
の
者
を
最
低
１
人
常
用
雇
用
す

る
こ
と

●
対
象
経
費
・
補
助
金
額

•
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
開
設
に
要
す
る

空
き
家
改
修
費
、
そ
の
他
設
備
整
備
経
費

•
建
物
改
修
費
（
事
業
活
動
に
付
帯
し
て
必

要
な
設
備
・
機
械
類
も
含
む
）

•
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
費

•
通
信
環
境
整
備
費

•
事
務
機
器
等
（
備
品
等
を
含
む
）

　
補
助
率
３
／
４
以
内

　（
補
助
上
限
額
７
５
０
万
円
）

令
和
元
年
度
統
計
功
績
者
表
彰

　
　
　
　
　
経
済
産
業
大
臣
表
彰

　※

併
せ
て
岡
山
県
知
事
表
彰
も
受
賞
。

　
長
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
と
し
て
統
計
の
充
実
と
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

竹内 和子 氏
（小林）

令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
中
央
会
表
彰

　
国
保
直
営
診
療
施
設
に
20
年
以
上
勤
務
し
、
長
年
に
わ
た
り

地
域
医
療
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

矢掛町国保病院
徐 揚 内科診療部長

第
23
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
ア
ワ
ー
ド

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
賞

　
こ
の
賞
は
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
関
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
が
青
少
年
に
よ
る
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
を
目
的
に
設
立
し
た
国
際
的
な
も
の
で
す
。

　
中
川
地
区
の
中
学
生
が
公
民
館
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
て
地
域
貢
献
を
果
た
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

中川公民館 TEGO隊

令
和
元
年
度
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
表
彰

岡
山
県
知
事
表
彰

　
長
年
に
わ
た
り
水
泳
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
、
素

晴
ら
し
さ
を
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、
青
少
年
の
健
全
育

成
を
図
っ
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

矢掛町水泳
スポーツ少年団
（代表 山足　悟 氏）

■問
総
務
企
画
課
企
画
係 

☎（
82
）１
０
１
０ 

有
線
０
５
２
１

　
ま
た
は
各
地
区
の
実
行
委
員
（
下
表
）
ま
で

令
和
２
年
度
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
募
集

自
ら
考
え 

自
ら
行
う
地
域
づ
く
り

　
町
で
は
、令
和
２
年
度
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
実
施
団
体
・

個
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
自
ら
考
え 

自
ら
行
う
地
域
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
自
主
的
に
地
域
お
こ
し
活
動
を
行
っ
て

い
る
助
成
希
望
者
・
団
体
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
条
件
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

•
将
来
の
見
通
し
と
事
業
の
目
的
が
明
確
で
あ
り
、
今
後
も

長
く
継
続
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と

•
町
の
他
の
補
助
事
業
対
象
と
な
ら
な
い
事
業
で
あ
る
こ
と

•
清
掃
活
動
に
お
い
て
は
、
私
有
地
（
本
来
、
個
人
で
管
理

す
べ
き
場
所
）
で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

●
計
画
書
の
提
出
期
限
・
場
所

　
令
和
２
年
２
月
14
㈮ 

午
後
５
時
必
着

•
地
域
内
の
活
動…

各
地
区
公
民
館
へ

•
そ
の
他
の
全
町
的
活
動…

総
務
企
画
課

矢掛

美川

三谷

◎古城　國彦
　古城　賢徳
　井辻　美緒
◎中村　　徹
　片山　和典
◎安藤　壽司
　椎葉美恵子

山田

川面

中川

小田

◎加藤　　進
　岸野　榮治
◎妹山　昭和
　水谷　静夫
◎髙月憲二郎
　佐藤　登事
◎土井　重光
　藤岡真理子

●ふるさと創生実行委員（◎は公民館長）

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
、
指
定
様
式
の
受
験
申
込

書
に
必
要
事
項
を
添
え
て
、
総
務
企
画
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
予
定

【
保 

健 

師
】
正
職
員 

１
人

●
資
格
要
件

　
　
①
昭
和
35
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　
　
②
保
健
師
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人
ま
た
は
令
和
元
年
度
末
ま
で

　
　
　
に
取
得
見
込
み
の
人

●
申
込
締
切
　
随
時
（
応
募
者
の
採
用
が
決
定
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
試 

験 

日
　
随
時
（
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。）

●
試
験
内
容
　
面
接
・
作
文
・
性
格
適
性
検
査

【
臨
床
検
査
技
師
】
正
職
員 

１
人

●
資
格
要
件

　
　
①
臨
床
検
査
技
師
免
許
を
取
得
さ
れ
て
い
る
人

　
　
②
エ
コ
ー
検
査
経
験
が
あ
る
人

●
申
込
締
切
　
随
時
（
応
募
者
の
採
用
が
決
定
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
試 

験 

日
　
随
時
（
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。）

●
試
験
内
容
　
面
接
・
作
文
・
事
務
・
性
格
適
性
検
査

【
保 

健 

師
】
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務 

１
人

●
資
格
要
件

　
　
①
保
健
師
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

　
　
②
保
健
師
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人
ま
た
は
令
和
元
年
度
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

●
任
用
期
間
　
１
年
ご
と
の
任
期
（
勤
務
状
況
に
応
じ
再
度
任
用
の
場
合
あ
り
）

●
業
務
内
容
　
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

●
申
込
締
切
　
随
時
（
応
募
者
の
採
用
が
決
定
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
試
験
内
容
　
面
接
等
に
よ
り
選
考

　
　
　
　
　
　※

電
話
連
絡
の
上
、「
履
歴
書
」・「
資
格
の
写
し
」
を

　
　
　
　
　
　
　
添
え
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
他
に
も
随
時
募
集
中
で
す
！

【
嘱
託
職
員
】
保
育
士
・
介
護
福
祉
士
・
調
理
員

【
臨
時
職
員
】
介
護
職
員
・
看
護
助
手
・
調
理
員

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

キ
ラ
リ
☆
輝
く
ま
ち

矢
掛
町
職
員
を
募
集

 ●提出書類の入手方法…
①矢掛町のホームページからダウンロード
　詳細もこちらで確認できます！
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、120
円切手を貼った宛先明記の返信用封筒角２号（Ａ４判）を同
封して送付してください。
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●
勤
務
内
容
　
保
育
補
助
、
給
食
の
運
搬
お
よ
び
配
膳
、
排
泄
処
理
や

　
　
　
　
　
　
着
替
え
、
午
睡
の
補
助
、
保
育
の
準
備
（
製
作
）
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
片
付
け
の
補
助
、
草
取
り
等
園
内
の
環
境
整
備
、
掃
除
等

●
雇
用
期
間
　
令
和
２
年
４
月
〜
令
和
３
年
３
月

●
資
　
　格
　
園
お
よ
び
子
ど
も
の
個
人
情
報
を
厳
守
し
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、
子
ど
も
が

好
き
な
人
、
園
で
の
勤
務
が
可
能
な
体
力
の
あ
る
人

●
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
う
ち
休
憩
30
分
）　
基
本
的
に
は
平
日
の
み

●
賃 

金 

等
　
１
，
０
０
０
円
／
時
間
　※

通
勤
手
当
・
期
末
手
当
支
給
、
有
給
休
暇
有
り

●
保
険
加
入
　
雇
用
保
険
・
労
働
保
険
加
入
　※

月
16
日
以
上
勤
務
の
場
合
は
社
会
保
険
加
入

●
申
込
期
日
　
令
和
２
年
１
月
10
日
㈮
ま
で
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　※

申
込
書
は
保
健
福
祉
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

●
選 

考 

等
　
令
和
２
年
１
月
中
旬
に
面
接
予
定

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

令
和
２
年
度
町
内
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

保
育
補
助
員
募
集

Information
まちからの

お知らせ

空
き
家
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

新
規
創
業
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
お
考
え
の
人
へ

　
町
で
は
、県
下
一
有
利
な
補
助
制
度
を
設
け
て
、法
人
事
業
者
、個
人
事
業
者
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
を
活
用
し
て
新
規
に
創
業
を
考
え
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

必
ず
事
業
着
手
前
に
産
業
観
光
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
着
手
後
に
申
請
し
た
場
合
は
、
補
助
金
の
交
付
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係
　
☎（
82
）１
０
１
６

空
き
家
活
用
新
規
創
業
支
援
事
業
補
助
金

●
主
な
申
請
条
件

•
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

（
町
外
者
は
、
町
内
に
住
所
を
移
し
て
事
業

を
行
う
こ
と
）

•
新
規
創
業
後
、週
３
日
以
上
営
業
す
る
こ
と

•
備
中
西
商
工
会
の
経
営
指
導
を
受
け
て
、
補

助
金
交
付
か
ら
５
年
以
上
空
き
家
を
店
舗
と

し
て
事
業
を
行
う
こ
と
等

●
対
象
経
費
・
補
助
金
額

①
設
備
資
金
補
助

空
き
家
購
入
費
・
改
修
費
・
設
備
備
品
導
入

等
に
要
す
る
経
費

補
助
率
２
／
３
以
内

（
補
助
上
限
額
３
０
０
万
円
）

②
経
営
支
援
補
助

市
場
調
査
・
販
路
開
拓
・
展
示
会
出
展
・

広
告
宣
伝
・
販
売
促
進
等
に
要
す
る
経
費

補
助
率
１
／
２
以
内

（
補
助
上
限
額
１
０
０
万
円
）

③
賃
借
料
補
助

（
空
き
家
を
借
り
て
創
業
す
る
場
合
）

※

創
業
か
ら
２
年
を
限
度
。
敷
金
、
礼
金
、

共
益
費
を
除
く
。

１
年
目 

補
助
率
２
／
３

（
補
助
上
限
額
80
万
円
）

２
年
目 

補
助
率
１
／
２

（
補
助
上
限
額
60
万
円
）

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
誘
致
事
業
補
助
金

●
主
な
申
請
条
件

•
オ
フ
ィ
ス
等
開
設
後
、
３
年
間
は
事
業
継

続
す
る
こ
と

•
オ
フ
ィ
ス
等
開
設
時
か
ら
１
週
間
以
内
に

40
歳
未
満
の
者
を
最
低
１
人
常
用
雇
用
す

る
こ
と

●
対
象
経
費
・
補
助
金
額

•
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
開
設
に
要
す
る

空
き
家
改
修
費
、
そ
の
他
設
備
整
備
経
費

•
建
物
改
修
費
（
事
業
活
動
に
付
帯
し
て
必

要
な
設
備
・
機
械
類
も
含
む
）

•
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
費

•
通
信
環
境
整
備
費

•
事
務
機
器
等
（
備
品
等
を
含
む
）

　
補
助
率
３
／
４
以
内

　（
補
助
上
限
額
７
５
０
万
円
）

令
和
元
年
度
統
計
功
績
者
表
彰

　
　
　
　
　
経
済
産
業
大
臣
表
彰

　※

併
せ
て
岡
山
県
知
事
表
彰
も
受
賞
。

　
長
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
と
し
て
統
計
の
充
実
と
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

竹内 和子 氏
（小林）

令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
中
央
会
表
彰

　
国
保
直
営
診
療
施
設
に
20
年
以
上
勤
務
し
、
長
年
に
わ
た
り

地
域
医
療
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

矢掛町国保病院
徐 揚 内科診療部長

第
23
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
ア
ワ
ー
ド

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
賞

　
こ
の
賞
は
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
関
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
が
青
少
年
に
よ
る
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
を
目
的
に
設
立
し
た
国
際
的
な
も
の
で
す
。

　
中
川
地
区
の
中
学
生
が
公
民
館
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
て
地
域
貢
献
を
果
た
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

中川公民館 TEGO隊

令
和
元
年
度
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
表
彰

岡
山
県
知
事
表
彰

　
長
年
に
わ
た
り
水
泳
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
、
素

晴
ら
し
さ
を
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、
青
少
年
の
健
全
育

成
を
図
っ
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

矢掛町水泳
スポーツ少年団
（代表 山足　悟 氏）

■問
総
務
企
画
課
企
画
係 

☎（
82
）１
０
１
０ 

有
線
０
５
２
１

　
ま
た
は
各
地
区
の
実
行
委
員
（
下
表
）
ま
で

令
和
２
年
度
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
募
集

自
ら
考
え 

自
ら
行
う
地
域
づ
く
り

　
町
で
は
、令
和
２
年
度
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
実
施
団
体
・

個
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
自
ら
考
え 

自
ら
行
う
地
域
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
自
主
的
に
地
域
お
こ
し
活
動
を
行
っ
て

い
る
助
成
希
望
者
・
団
体
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
条
件
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

•
将
来
の
見
通
し
と
事
業
の
目
的
が
明
確
で
あ
り
、
今
後
も

長
く
継
続
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と

•
町
の
他
の
補
助
事
業
対
象
と
な
ら
な
い
事
業
で
あ
る
こ
と

•
清
掃
活
動
に
お
い
て
は
、
私
有
地
（
本
来
、
個
人
で
管
理

す
べ
き
場
所
）
で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

●
計
画
書
の
提
出
期
限
・
場
所

　
令
和
２
年
２
月
14
㈮ 

午
後
５
時
必
着

•
地
域
内
の
活
動…

各
地
区
公
民
館
へ

•
そ
の
他
の
全
町
的
活
動…

総
務
企
画
課

矢掛

美川

三谷

◎古城　國彦
　古城　賢徳
　井辻　美緒
◎中村　　徹
　片山　和典
◎安藤　壽司
　椎葉美恵子

山田

川面

中川

小田

◎加藤　　進
　岸野　榮治
◎妹山　昭和
　水谷　静夫
◎髙月憲二郎
　佐藤　登事
◎土井　重光
　藤岡真理子

●ふるさと創生実行委員（◎は公民館長）

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
、
指
定
様
式
の
受
験
申
込

書
に
必
要
事
項
を
添
え
て
、
総
務
企
画
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
予
定

【
保 

健 

師
】
正
職
員 

１
人

●
資
格
要
件

　
　
①
昭
和
35
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　
　
②
保
健
師
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人
ま
た
は
令
和
元
年
度
末
ま
で

　
　
　
に
取
得
見
込
み
の
人

●
申
込
締
切
　
随
時
（
応
募
者
の
採
用
が
決
定
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
試 

験 

日
　
随
時
（
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。）

●
試
験
内
容
　
面
接
・
作
文
・
性
格
適
性
検
査

【
臨
床
検
査
技
師
】
正
職
員 

１
人

●
資
格
要
件

　
　
①
臨
床
検
査
技
師
免
許
を
取
得
さ
れ
て
い
る
人

　
　
②
エ
コ
ー
検
査
経
験
が
あ
る
人

●
申
込
締
切
　
随
時
（
応
募
者
の
採
用
が
決
定
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
試 

験 

日
　
随
時
（
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。）

●
試
験
内
容
　
面
接
・
作
文
・
事
務
・
性
格
適
性
検
査

【
保 

健 

師
】
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務 

１
人

●
資
格
要
件

　
　
①
保
健
師
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

　
　
②
保
健
師
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人
ま
た
は
令
和
元
年
度
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

●
任
用
期
間
　
１
年
ご
と
の
任
期
（
勤
務
状
況
に
応
じ
再
度
任
用
の
場
合
あ
り
）

●
業
務
内
容
　
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

●
申
込
締
切
　
随
時
（
応
募
者
の
採
用
が
決
定
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
試
験
内
容
　
面
接
等
に
よ
り
選
考

　
　
　
　
　
　※

電
話
連
絡
の
上
、「
履
歴
書
」・「
資
格
の
写
し
」
を

　
　
　
　
　
　
　
添
え
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
他
に
も
随
時
募
集
中
で
す
！

【
嘱
託
職
員
】
保
育
士
・
介
護
福
祉
士
・
調
理
員

【
臨
時
職
員
】
介
護
職
員
・
看
護
助
手
・
調
理
員

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

キ
ラ
リ
☆
輝
く
ま
ち

矢
掛
町
職
員
を
募
集

 ●提出書類の入手方法…
①矢掛町のホームページからダウンロード
　詳細もこちらで確認できます！
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、120
円切手を貼った宛先明記の返信用封筒角２号（Ａ４判）を同
封して送付してください。

テ  ゴ

3 令和元年12月号



災
害
時
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
共
有
が
可
能
に

唯
一
無
二
の
墨
相
画
の
世
界
を
堪
能

矢
掛
放
送
と
災
害
時
情
報
共
有
の
協
定
締
結

Information
まちからの

お知らせ

「
武
井
泰
道
遺
作
展
」を
開
催

む

　
　い

　
　たい

　ど
う

　11
月
15
日
、
町
と
矢
掛
放
送（
株
）（
渡
邉

真
代
表
取
締
役
社
長
）
と
に
よ
る
「
災
害
時

の
情
報
共
有
な
ど
に
関
す
る
協
定
書
調
印
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
協
定
は
平
成
30
年
７
月
豪
雨
を
教

訓
と
し
て
、
同
社
が
地
域
の
河
川
に
氾
濫
の

危
険
性
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
す
る

た
め
に
監
視
カ
メ
ラ
を
約
10
カ
所
に
設
置
。

必
要
に
応
じ
て
映
像
を
町
に
提
供
し
た
り
、

加
入
世
帯
向
け
に
放
送
す
る
予
定
で
、
町
は

避
難
情
報
発
令
の
判
断
な
ど
に
役
立
て
ま
す
。

　さ
ら
に
、
町
が
発
令
し
た
避
難
情
報
を
優

先
的
に
放
送
し
、
各
避
難
所
で
住
民
が
テ
レ

ビ
放
送
を
視
聴
で
き
る
よ
う
設
備
を
整
え
て

い
き
ま
す
。

　11
月
16
日
か
ら
や
か
げ
郷
土
美
術
館
で
、

企
画
展「
武
井
泰
道
遺
作
展
」（
〜
12
月
22
日
）

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　矢
掛
町
小
林
出
身
で
、
墨
相
会
名
誉
会
長

な
ど
を
務
め
、
関
西
を
拠
点
に
活
躍
さ
れ
て

い
た
日
本
画
家
・
武
井
泰
道
氏
が
２
０
１
８

年
９
月
に
86
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
展
覧
会
で
は
、
生
前
ご
本
人
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
作
品
と
、
こ
の
た
び
ご
遺
族
か
ら

新
た
に
寄
贈
さ
れ
た
２
点
を
併
せ
た
20
点
を

展
示
。

　日
本
の
伝
統
美
術
で
あ
る
墨
相
画
を
研
鑽

し
、
独
自
の
世
界
を
確
立
し
た
武
井
氏
の
画

業
を
改
め
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

大
丈
夫
で
す
か
？
水
道
の
冬
支
度

水
道
管
の
凍
結
防
止
を
！

■問
上
下
水
道
課
上
水
道
業
務
係
　☎（
82
）０
１
７
３
　有
線
０
５
７
０

新
小
林
町
営
住
宅
（
小
林
48
）

●
賃
貸
内
容
①
　３-

Ｅ
号
・
３-

Ｆ
号
（
３
Ｄ
Ｋ
）

•
家
賃
（
月
額
）

　２
１
，
４
０
０
円
〜
５
６
，
８
０
０
円

●
賃
貸
内
容
②
　５-

Ａ
号
・
５-

Ｂ
号
（
２
Ｄ
Ｋ
）

•
家
賃
（
月
額
）

　１
９
，
３
０
０
円
〜
５
１
，
１
０
０
円

※

家
賃
は
入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　☎（
82
）１
０
１
４
　有
線
０
６
０
５

●
申
込
締
切
　12
月
26
日
㈭

　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
土
・

日
は
除
く
）

●
そ
の
他

•
入
居
資
格
お
よ
び
提
出
書
類
で
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

•
２
月
上
旬
か
ら
入
居
可
能
で
す
。

新
小
林
町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
水
道
管
の
凍

結
や
破
裂
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
水

道
管
が
凍
結
し
て
破
裂
す
る
と
、
漏
水
が
発

生
し
高
額
な
水
道
料
金
を
ご
負
担
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
水
道
管
の

防
寒
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
凍
結
し
や
す
い
水
道
管

•
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。

•
家
の
北
側
に
あ
り
、
陽
の
当
た
ら
な
い
所

に
あ
る
。

•
風
当
た
り
の
強

い
所
に
あ
る
。

②
一
般
家
庭
で
で

き
る
防
寒
の
仕
方

•
保
温
材
や
毛
布
、

布
切
れ
で
蛇
口

の
上
ま
で
完
全

に
包
む
。

•
メ
ー
タ
ー
を
保
護
す
る
為
に
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
使
い
古
し
の
毛
布
や
布

切
れ
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
入
れ
、

保
温
す
る
。

③
水
道
管
が
凍
っ
た
場
合

•
蛇
口
が
凍
っ
た
時
は
、
自
然
に
溶
け
る
の

を
待
つ
か
、
凍
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
に
タ

オ
ル
等
を
被
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま

湯
を
か
け
る
。（
急
に
熱
い
お
湯
を
か
け

る
と
、
管
や
蛇
口
が
破
裂
し
、
給
水
栓
を

傷
め
る
こ
と
が
あ
る
）

④
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合

•
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を
閉
め
、

水
を
止
め
る
。
破
裂
し
た
部
分
を
布
や
テ

ー
プ
で
ふ
さ
い
で
か
ら
、
町
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
申
し
込
む
。（
修

理
代
金
は
個
人
負
担
）

⑤
公
会
堂
や
長
期
不
在
の
建
物
の
場
合

•
し
ば
ら
く
の
間
水
道
を
使
用
し
な
い
時
は
、

漏
水
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
も
止
水

栓
を
閉
め
る
。

保温材

ビニール
テープ

↑協定書を手にする
　渡邉社長（写真左）
　と山野町長

テレビ画面→
　イメージ　　

↑ご遺族を交えて
　テープカット

迫力ある作品が→
一堂に陳列　　　
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保健福祉課介護保険係
　 ☎（82）1013
問

1月の健康カレンダー

Health  Calendar　JanuaryHealth  Calendar　January

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 1時～1 時30分
開催：午後 1 時30分～  8日㈬ ２歳児歯科健康診査

受付：午前 9時20分～9 時30分
開催：午前 9時 30分～

開催：午後 2時30分～4時

  9日㈭ すこやか育児学級
対象：4～6か月児

受付：午前 9時～10時 30分
開催：午前 9時～15日㈬ 育児相談

開催：午前 9時～午後 1 時16日㈭

精神保健相談
※要事前連絡24日㈮

栄養改善教室

と　　　き 内　　　容
休日当番医

  1日㈬/（年始）
  2日㈭/（年始）
  3日㈮/（年始）

※事前に連絡をしてから受診してください。

12日㈰ ☎(82)３１１３筒　井　医　院
13日㈪/㈷ ☎(82)１３２１水川内科医院
19日㈰ ☎(82)０３０８鳥　越　病　院
26日㈰ ☎(84)０００１あゆみクリニック

☎(82)１０５０小　塚　医　院
  5日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
☎(82)０２０２山縣内科医院

と　　き 病　　　院　　　名

矢掛町地域ミニデイサービス ～地域で支える取り組み～
地域ミニデイサービスとは・・・
　高齢者やボランティアが公民館などの身近な場所に集い、会食や体操、レクリエーション等の活
動を通じて楽しく過ごす場です。

　町内では、三谷地区に「三谷ふれ愛広場」、矢掛地区に「オアシス」が活動をしています。自力で参加が
困難な人には付き添いのサービスもあります。（別途利用料）
《利用対象者》
要支援１・２または、チェックリスト該当者、おおむね65歳以上高齢者。
《開催日時》
週１回以上開催し、原則として１日３時間以上。
《内　容》
会食、体操、レクリエーションなど
参加者で活動内容を決めます。
（地域の特色ある活動をしています。）
《利用料》１回　500円程度（食事代）

矢掛地区「オアシス」の活動の様子

季節の食材を使って
食事作り!!

みんなで体操
がんばってます！

皆さんの地域でも｢地域ミニデイサービス｣を
立ち上げませんか？

5 令和元年12月号



矢
掛
地
域
医
療
介
護
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　み
ん
な
で
考
え
る

　
　矢
掛
町
の
医
療
・
介
護

　
国
で
は
、
病
気
や
重
度
な
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
最
期
ま
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支

援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
も
高
齢
者
の
増
加
と
と
も
に
医
療
・
介
護
の
連
携
や
体

制
づ
く
り
の
構
築
を
目
的
に
、
毎
年
９
月
に
「
矢
掛
地
域
医
療

介
護
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
９

月
７
日
に
７
回
目
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
町
内

外
か
ら
１
６
０
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
井
原
消
防
署
矢
掛
出
張
所
の
原
田
健
児

救
急
救
命
士
に
よ
る
「
救
急
業
務
の
現
状
に
つ
い
て
」
の
発
表

の
後
、
つ
ば
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
の
中
村
幸
伸
医
師
に
よ
る

「
在
宅
医
療
で
で
き
る
こ
と
～
住
み
慣
れ
た
場
所
で
過
ご
す
た

め
に
～
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
、参
加
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、

皆
さ
ん
が
望
む
医
療
・
介
護

の
形
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
将
来
の
ご
自
身

の
生
き
方
や
家
族
の
最
期
に

つ
い
て
考
え
、
話
し
合
っ
て

て
み
て
く
だ
さ
い
。

無回答
  1％

ない
47％

一応
47％

ある  6％

無回答
6％

男
29％

女
65％

わから
ない
13％

無回答
4％

その他  1％

自宅
33％

医療機関
30％

福祉施設
19％

無回答  1％

50代
12％

60代
28％

70代
35％

80代以上
　　13％

20代  1％
30代  1％
40代  9％

無回答
1％

ノート等  6％

家族等
35％

伝えて
いない
57％

かかりつけ医
1％

無回答
1％

はい
63％

いいえ
36％

●あなたは、自分の死が近い場合に受けたい医
療や受けたくない医療について、家族と話し
合ったことがありますか。

●性　別

●年　齢

●あなたは、「元気なうちにしたいこと」や「も
しものときどうしたいか」を誰かに伝えてい
ますか。

●あなたは、家庭医（かかりつけ医）をお持ち
ですか。

●あなたが高齢となり、日常生活を送る上で医
療・介護が必要な状態になったとき、どこで
医療・介護を受けたいですか。

（人）
男 42
女 93
無回答 9
総　計 144

（人）
20代 1
30代 2
40代 13
50代 18
60代 40
70代 51
80代以上 18
無回答 1
総　計 144

（人）

ある 91
ない 52
無回答 1
総　計 144

（人）

詳しく話し合っ
ている 8

一応話し合った
ことがある 67

全く話し合った
ことがない 67

無回答 2
総　計 144

（人）
自　宅 48
病院など医療機関 43
老人ホームなど
福祉施設 27

その他 2
わからない 19
無回答 5
総　計 144

（人）
家族等 53
かかりつけ医 2
ノート等 8
伝えていない 79
無回答 2
総　計 144

※重複回答あり
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無回答
  1％

ない
47％

一応
47％

ある  6％

無回答
6％

男
29％

女
65％

わから
ない
13％

無回答
4％

その他  1％

自宅
33％

医療機関
30％

福祉施設
19％

無回答  1％

50代
12％

60代
28％

70代
35％

80代以上
　　13％

20代  1％
30代  1％
40代  9％

無回答
1％

ノート等  6％

家族等
35％

伝えて
いない
57％

かかりつけ医
1％

無回答
1％

はい
63％

いいえ
36％

●あなたは、自分の死が近い場合に受けたい医
療や受けたくない医療について、家族と話し
合ったことがありますか。

●性　別

●年　齢

●あなたは、「元気なうちにしたいこと」や「も
しものときどうしたいか」を誰かに伝えてい
ますか。

●あなたは、家庭医（かかりつけ医）をお持ち
ですか。

●あなたが高齢となり、日常生活を送る上で医
療・介護が必要な状態になったとき、どこで
医療・介護を受けたいですか。

これからの医療・介護の形

◦
在
宅
医
療
の
充
実
を
望
む
。

➡
現
在
、
町
内
に
は
８
つ
の
病
院
・
診
療
所
が
あ
り
ま
す

が
、
多
く
の
病
院
・
診
療
所
の
医
師
が
往
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。
病
院
医
師
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
地
域
へ
の
出
前
講
座
で
少
し
ず
つ
意
識
し
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
と
感
じ
た
。

➡
町
で
は
、
現
在
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の
テ
ー
マ

で
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分
や
家
族
の
最
期
の

迎
え
方
や
か
か
り
つ
け
医
の
必
要
性
も
含
め
て
お
話
し
し

ま
す
。
ぜ
ひ
保
健
福
祉
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
老
老
介
護
を
し
て
お
り
、
ど
こ
に
相
談
に
行
っ
た
ら
い

い
の
？

➡
保
健
福
祉
課
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
介
護
支
援
専
門
員
や
保
健
師
が
ご
相
談
に
の
り

ま
す
。

◦
自
分
の
最
期
は
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
必
要
と
感
じ
た
。

➡
将
来
の
病
気
や
怪
我
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
正
確
に

予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
将
来
、
自
分
が
ど
の
よ

う
な
医
療
・
ケ
ア
を
受
け
た
い
か
、
ま
た
は
受
け
た
く
な

い
か
を
、
日
頃
か
ら
周
囲
の
人
達
と
し
っ
か
り
話
し
合
っ

て
お
く
こ
と
で
「
も
し
も
」
の
時
の
医
療
や
ケ
ア
に
、
自

分
の
意
思
が
反
映
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

◦
在
宅
介
護
補
助
金
制
度
は
な
い
か
？

➡
町
に
は
「
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
」
と
い
う
制
度

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ね
た
き
り
老
人
、
障
害
者
ま
た

は
認
知
症
老
人
を
在
宅
で
看
護
・
介
護
し
て
い
る
者
に
対

し
て
介
護
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
在
宅
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
利
用
申
請
に

つ
い
て
は
高
齢
者
等
自
立
支
援
判
定
会
議
で
要
否
を
判
定

し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◦
車
の
運
転
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
？

➡
町
で
は
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
３
台
の
小
型
バ
ス
が
、

町
内
を
運
行
し
て
い
て
、
決
ま
っ
た
停
留
所
に
停
ま
っ
て

い
ま
す
。
利
用
は
無
料
で
、
矢
掛
地
区
の
老
人
セ
ン
タ
ー

を
発
着
点
と
し
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
人
は
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
老
人
セ
ン
タ
ー
に
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
も
あ
り
、
ご

希
望
の
人
は
保
健
福
祉
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◦
各
分
野
の
連
携
が
必
要
で
は
？

➡
町
で
は
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
最
期
ま
で
そ
の
人
ら
し

い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
町
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
構
築
中
で
す
。
月
に
1
度
、
矢
掛
病
院
の
医
師
を
は
じ

め
専
門
職
、
行
政
職
員
、
町
内
の
介
護
支
援
専
門
員
参
加

の
支
援
会
議
を
行
っ
て
構
築
の
た
め
の
協
議
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
２
カ
月
に
一
度
、
町
内
の
介
護
支
援
専
門
員

が
集
い
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
地
域
の
医
療
・
介
護
連
携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■問
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
８
１

出典：厚生労働省

ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
た
要
望
・
意
見（
抜
粋
）
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　原
点
回
帰
、

　
　活
気
取
り
も
ど
す
時
代
絵
巻

　11
月
10
日
、「
第
44
回
矢
掛
の
宿
場
ま
つ
り

大
名
行
列
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

矢
掛
商
店
街
に
加
え
、
昨
年
の
西
日
本
豪
雨

で
浸
水
被
害
を
受
け
た
小
田
商
店
街
も
初
め

て
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

　大
名
行
列
は
、
昭
和
51
年
の
台
風
17
号
に

よ
り
矢
掛
商
店
街
を
含
む
町
中
心
部
が
浸
水

被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
町
に
活
気
を
取

り
戻
す
た
め
に
、
矢
掛
町
商
工
会
（
現
備
中

西
商
工
会
）
の
青
年
部
有
志
ら
が
企
画
し
た

こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
今
年
、
実
行
委
員
会

は
「
原
点
に
戻
り
、
町
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
」

と
小
田
商
店
街
も
会
場
に
加
え
ま
し
た
。

　両
会
場
と
も
多
く
の
来
場
者
が
詰
め
か
け
、

豪
華
絢
爛
な
時
代
絵
巻
を
堪
能
し
ま
し
た
。

第
44
回
矢
掛
の
宿
場
ま
つ
り

大
名
行
列
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旬の味覚を堪能

音楽活動の成果を披露

ホタル元気に育って

　11月24日、水車の里フ
ルーツトピアで「第19回
矢掛町自然薯まつり＆収穫
祭」が開催され、自然薯や
果物など旬の味覚が多数販
売されました。

　11月22日、やかげ文化
センターで「やかげ学校音
楽のつどい」が行われ、町
内７小学校の児童が一堂に
会し、音楽活動の練習の成
果を披露しました。

　11月８日、川面小学校
の３年生が星田川でホタル
の幼虫を放流しました。
　川面小の児童は毎年総合
的な学習の一環としてホタ
ルについて学んでいます。

　11月 17日、やかげ町家交流館で「第３回ベト
ナム・フェスティバル in矢掛」が開催されました。
　このイベントは、町内に外国人技能実習生として
勤務するベトナム人の皆さんが多数おられること
から、ベトナムの音楽や民族舞踊、カラオケ、ベト
ナム料理を楽しんでいただき、楽しい思い出を作っ
ていただくと同時に地域の皆さんと交流を図るこ
とを目的に開催されています。
　当日は、ベトナムの郷土料理の屋台が多数出店さ
れ、懐かしい郷土料理に参加者は舌鼓を打っていま
した。

べトナムとの友好深めるきっかけに

↑ステージや屋台などに多くの人が詰めかけました。

今 月 の 出 来 事
まちの
わだい

9 令和元年12月号

講座の風景
　ふれあい会館のパッチワーク講座ではかわいい
テディベアや季節の飾り物、実用性のあるバッグ
やポーチを作ります。 絵手紙講座では毎年の干支
の置物を作ることが恒例となっています。世界に
1つだけの宝物を自分で作ってみませんか。

ふれあい会館だより ■問 ふれあい会館　☎（83）0119　有線 5350

　今年度の県下の児童生徒人権啓発ポスターを募集したところ、町内では
102点（県下で23,773点）の応募がありました。その中から中田ひかるさん
（三谷小５年）の作品が県の審査で岡山県町村会長賞を受賞しました。
　国際化がますます進む中で、習慣や文化が違っても私たちは皆同じ人間で
す。温かい心で共生する地域社会を築いていきましょう。

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

令和元年度児童生徒人権啓発ポスター 
入賞おめでとう！



　
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　町立図書館には学校司書として勤務している職員が数人
います。最近、心温まる出来事があったのでご紹介します。

　ある日の給食時間、司書が3年生の教室で子どもたちと楽しく会話をしていた時のこと
です。この日はY君の誕生日だったのでみんなでお祝いの歌と牛乳で乾杯！「先生はいつ
が誕生日ですか？」と子どもに聞かれ「昨日だったよ」と答えると先生にもハッピーバース
デーを歌おうということになり、みんなで歌のプレゼントと牛乳で乾杯をしてくれました。
　その職員は今年勤務したばかりの新人で今日の出来事がとてもうれしかったと話し、その
時心の中に「子どもたち本当にありがとう。私も明日からまたがんばるね！」と元気がわい
てきたそうです。

カウンターからの情景

阿藤伯海の研究をしてきた著者が、修業時代から没後
の顕彰までその人生と文学を論じた1冊。

「阿藤伯海の世界」
　　　　　　　　　　定金　恒次／著　日本文教出版株式会社

画家　太陽こと大西幸仁さんの詩画集です。ぜひ、ご
覧ください。

「鏡開　魂の成長から白く輝く光にむけて」
　　　　　　　　　　　　　　　画家 太陽　　大西　幸仁／著

図書館のイベント
おはなしらんどスペシャル
◆と　き　12月21日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館　幼児コーナー
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本の

読み聞かせやエプロンシアターなど楽し
いおはなしがいっぱい。

えいごであそぼう
◆と　き　1月 11日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど
※�先生の都合により日時が変更になる場合があります。

は休館日

１月の図書館カレンダー
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30 31

火水木金土月

12月の休館日
　23日（月）・28日（土）〜31日（火）

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■

郷土にゆかりのある本

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室 収蔵品展　「はる・ハル・春」
　　　　　　　　会期/１月５日（日）～４月５日（日）まで

町民ギャラリー　　　　　　　

◆やの会　美術展　　　　　  1 月   7 日（火）正午〜 13 日（月・祝）午後 4 時

◆暮らしの書　年賀状展　　  1 月 15 日（水）午後〜 19 日（日）午後 4 時

◆きらきら作品展　　　　　　  1 月 22 日（水）〜 2 月７日（金）午後 4 時

　新しい年を迎えて初めての収
蔵品展では、「春」をテーマにし
た作品を取りそろえて展示しま
す。
　収蔵作家のさまざまな春の表
現をぜひお楽しみください。

＊入場無料

佐藤一章　「蘇州」（1941） 佐藤一章　「残雪の駒ヶ岳」（1957）

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。
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ど
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読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

    ひら た ゆう か

平田悠華ちゃん（本堀）
（H30年12月16日生まれ）
これからも毎日笑顔で元気な
声を聞かせてね☆

   え じりめい さ

江尻名沙ちゃん（東三成）
（H30年 12 月18 日生まれ）
めいちゃん♡一歳おめでとう！!これ
からも、可愛い笑顔で癒してね♡

       あみもと  り ひと

網本理人くん（本堀）
（H30年 12 月19 日生まれ）
大好きな理人♡これからも
いっぱい笑って過ごそうね！

       こめやましょう ご

米山昇吾くん（江良）
（H30年 12 月26 日生まれ）
米山家の宝物だよ☆たくさん
食べて大きくなーれ♪

       さ  とう け   い

佐藤京依ちゃん（本堀）
（H30年 12 月3 日生まれ）
明るく元気に大きくなって
ね！

★ 対 象 者★　町内在住で平成 31 年
2 月生まれのお子さん

★応募期限★
　令和２年１月31日（金）必着
★ 応募方法★　写真に①住所②氏名
（ふりがな）③性別④生年月日⑤電
話番号⑥ 20字程度のメッセージ
を添えてご応募ください。

★ 応募・お問い合わせ★
　総務企画課秘書広報室
　〒714−1297　（役場専用）
　矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線 0522

満1歳のお祝いに
写真を掲載しませんか？
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,178人 （－31） 
　男　     6,803人 （－25） 
　女　     7,375人 （－  6）
世帯数　  5,498世帯（－14）

令和元年12月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ令

和
２
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
国

有
林
の
事
業
運
営
等
に
つ
い
て
意
見

や
要
望
を
聞
い
て
国
有
林
野
行
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
の
活
動
を
行
う
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

◦
任
　期
　
令
和
２
年
４
月
１
日
～

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

◦
対
　象
　
岡
山
県
内
に
お
住
ま
い

で
、
森
林
・
林
業
お
よ
び
国
有
林
に

関
心
の
あ
る
成
人
の
人

◦
応
募
締
切
　
令
和
２
年
１
月
31
日

㈮◦
そ
の
他
　
募
集
の
詳
細
は
、
近
畿

中
国
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
近
畿
中
国
森
林
管
理
局

☎
06（
６
８
８
１
）３
４
０
６

お
か
や
ま
Ｕ
タ
ー
ン
・

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
移
住
相
談
会

　
ふ
る
さ
と
岡
山
県
へ
の
移
住
を
考

え
て
い
る
人
を
対
象
に
、
お
正
月
の

帰
省
の
機
会
に
合
わ
せ
て
移
住
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
岡
山
県
へ
の
移
住
・
転
職
・
就
職

を
考
え
て
い
る
人
に
ぜ
ひ
お
す
す
め

く
だ
さ
い
。

◦
と
　き
　
令
和
２
年
１
月
４
日
㈯

　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

◦
と
こ
ろ
　
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
８
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

■問
岡
山
県
中
山
間
・
地
域
振
興
課
　

☎
０
８
６（
２
２
６
）７
８
６
２

心
配
ご
と
相
談

◦
と

　き
　
1
月
17
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

法
務
局
の
常
設
相
談
日
に
つ
い
て

◦
と
　き
　
1
月
８
日
㈬
、15
日
㈬
、

22
日
㈬
、
29
日
㈬
　
午
前
９
時
～
正

午◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と

　き
　
12
月
27
日
㈮
、
令
和
２

年
1
月
10
日
㈮
、
24
日
㈮
　
午
前
10

時
～
午
後
３
時
（
正
午
か
ら
午
後
１

時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

室◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
対
象
者
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る

人◦
そ
の
他
　
町
産
業
観
光
課
へ
電
話

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
予
約
な
し
で

も
相
談
可
能
で
す
が
、
予
約
者
を
優

先
し
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

　
☎（
82
）１
０
１
６

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

　
☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
こ

の
度
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者

の
新
た
な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上

の
諸
問
題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
令
和
２
年
1
月
15
日
㈬

　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

５
時

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部（
矢

掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

相

　
　談

募

　
　集

有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713-8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診療！！
（木・祝休診）

12令和元年12月号

　



矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,178人 （－31） 
　男　     6,803人 （－25） 
　女　     7,375人 （－  6）
世帯数　  5,498世帯（－14）

令和元年12月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

◦
申
込
締
切
　
令
和
２
年
1
月
６
日

㈪
　
午
後
５
時
　
※
要
予
約

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
39
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と

　き
　
令
和
２
年
1
月
8
日
㈬

　
午
前
10
時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

室◦
対
象
者
　
15
～
39
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

精
神
保
健
相
談

　
最
近
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
な
い
、

家
族
が
認
知
症
で
は
な
い
か
等
生
活

で
お
困
り
の
こ
と
を
精
神
科
医
師
が

年
末
年
始
の
休
業
日

◦
公
共
施
設

◦
役
場
で
の
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
・

交
付
事
務
は
12
月
28
日
㈯
～
１
月

５
日
㈰
の
間
は
お
休
み
で
す
。

◦
矢
掛
病
院
の
休
業
日
は
、
当
直

対
応
と
な
り
ま
す
。

◦
衛
生
業
務

◦
各
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収

集
に
つ
い
て
は
、「
く
ら
し
の
カ
レ

ン
ダ
ー
」を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
年
末
年
始
の
し
尿
汲
み
取
り
は

混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

余
裕
を
持
っ
て
業
者
へ
申
し
込
み

ま
し
ょ
う
。

12/28
（土）

29
（日）

30
（月）

31
（火）

1/1
（水）

2
（木）

3
（金）

4
（土）

5
（日）

6
（月）

役　　　　　　　 場 休 休 休 休 休 休 休 休 休
矢 掛 病 院 休 休 当 休 休 当 休 休 当
やかげ文化センター
町 立 図 書 館 休 休 休 休 休 休 休 休 休

農村環境改善センター 休 休 休 休 休 休 休 休
老人福祉センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休
子育て支援センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休
健康管理センター
トレーニングルーム 休 休 休 休 休 休 休 休 休

海 洋 セ ン タ ー 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
町 総 合 運 動 公 園 休 休 休 休 休 休 休 休 休
やかげ郷土美術館 休 休 休 休 休 休 休 休 休
旧 矢 掛 本 陣 休 休 休 休 休 休 休 休 休
やかげ 町 家 交 流 館 休 休 休 休
矢 掛 屋
水車の里フルーツトピア 休 休 休 休 休 休 休 休
はなしの里憩いの館 休 休 休 休 休 休 休 休

搬入時間　井原クリーンセンター　　午前 9時〜午後 4時
　　　　　井笠広域資源化センター　午前 9時〜正午
　　　　　　　　　　　　　　　　　※1　午前 9時〜正午

◦公共施設

12/
27
（金）

28
（土）

29
（日）

30
（月）

12/31（火）
〜1/4（土）

5
（日）

6
（月）

廃
棄
物
の

直
接
搬
入

可 燃 物　井原クリーンセンター 休 休 休 休 休
不 燃 物　井笠広域資源化センター 休 休 休 休 休
ガレキ類　㈱アースクリエイト　☎（82）3031 ※1 休 休 休 休 休

浄
化
槽

し
　尿

矢掛美環産業㈱　☎（82）3200　有線 8718 休 休 休 休 休 休
柏 本 産 業 ㈲　☎（83）1333　有線 9657 休 休 休 休 休

◦衛生業務 ■休＝休業日

■休＝休業日　■当＝当番医

　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシー
ズンですが、政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ること
や、有権者が政治家に寄付や贈り物を求めることは公職選挙
法で禁止されています。
　ルールを守って、明るい選挙を実現しましょう。
【政治家の寄付禁止の対象となるもの】
　秘書等が代理で出席する場合の結婚祝い、お祭りへの寄付・
差し入れ、落成式・開店祝などの花輪、お歳暮・お年賀、葬
儀の花輪・供花、地域の運動会・スポーツ大会への飲食物な
どの差し入れ、町内会の集会・旅行などの催物への寸志・飲
食物の差し入れ、病気見舞、入学祝・卒業祝、秘書等が代理
で出席する場合の葬儀の香典
■問 選挙管理委員会　☎（82）1119　有線 0601

政治家の寄付行為は禁止、
有権者が求めることも禁止

されています
みんなで徹底しよう

三ない運動 贈らない! 求めない!
受け

取らない!

13 令和元年12月号



助
グ
ル
ー
プ
へ
の
参
加
で
、
回
復
と

社
会
復
帰
が
可
能
な
病
気
で
す
。
ひ

と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■問（
岡
山
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

メ
ン
タ
ル
セ
ン
タ
ー
岡
山

☎
０
８
６（
２
０
１
）０
８
５
０

（
医
療
機
関
）

岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６（
２
２
５
）３
８
２
１

も
も
の
里
病
院

☎
０
８
６
５（
62
）５
６
０
６

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
相
談

　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
は
解
決
策

が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【
家
族
の
会
】
家
族
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル

の
問
題
で
困
っ
て
い
る
人
の
話
を
お

聞
き
し
て
同
じ
経
験
を
も
つ
メ
ン
バ

ー
と
共
に
解
決
策
を
考
え
ま
す
。

【
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
問
題
で
困
っ
て
い
る

方（
ご
本
人
）の
会
】
同
じ
悩
み
を
抱

え
て
い
た
メ
ン
バ
ー
が
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。

◦
と
き
・
と
こ
ろ
　
12
月
22
日
㈰
・

令
和
２
年
１
月
25
日
㈯
　
岡
山
県
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
　
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー

２
月
16
日
㈰
　
岡
山
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ

３
月
15
日
㈰
　
倉
敷
市
男
女
共
同
参

画
推
進
セ
ン
タ
ー

※
参
加
費
無
料
・
事
前
申
込
不
要

■問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依

存
症
家
族
の
会

☎
０
９
０（
３
３
５
２
）５
２
１
７

（
横
山
）

農
地
の
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す

　
自
分
の
土
地
で
も
農
地（
田
や
畑
）

を
転
用
す
る
場
合
は
「
農
地
法
」
に

基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。「
農
地

転
用
」
と
は
、
農
地
を
住
宅
用
地
、

工
場
用
地
、
道
路
、
駐
車
場
、
資
材

置
き
場
や
山
林
な
ど
農
業
以
外
の
目

的
用
地
に
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
許
可
な
く
転
用
し
た
場
合
、
農
地

法
違
反
と
な
り
工
事
の
中
止
や
原
状

回
復
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
従

わ
な
い
場
合
は
３
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■問
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
観
光

課
内
）

☎（
82
）１
０
１
６
　
有
線
０
５
５
２

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

届
出
の
提
出
を

　
令
和
２
年
度
の
固
定
資
産
税
は
令

和
２
年
１
月
１
日
時
点
で
所
有
し
て

い
る
人
に
課
税
と
な
り
ま
す
。

　
建
物
（
居
宅
、
倉
庫
等
）
を
令
和

元
年
12
月
31
日
ま
で
に
取
り
壊
し
た

と
き
に
は
、町
民
課
窓
口
へ
届
出
書

（
滅
失
届
）
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
届
出
が
な
い
場
合
は
、
令
和
２
年

度
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
令
和
２
年
１
月
１
日
以
降
に
提
出

さ
れ
る
場
合
は
、
前
年
中
に
取
り
壊

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
届
出
の
提
出
期
限
　
令
和
２
年
１

月
10
日
㈮

■問
町
民
課
資
産
税
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
６
１

家
畜
等
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
よ
り
、
家

畜
等
（
牛
、
馬
、
鹿
、
め
ん
羊
、
山

羊
、
豚
、
い
の
し
し
、
鶏
、
あ
ひ
る
、

う
ず
ら
、
き
じ
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七

面
鳥
、
だ
ち
ょ
う
）
を
飼
養
さ
れ
て

い
る
人
は
、
一
頭
（
一
羽
）
か
ら
毎

年
２
月
１
日
の
飼
養
状
況
等
の
報
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
人
は
、
井

笠
家
畜
保
健
衛
生
所
か
ら
書
類
が
届

き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
報
告
願
い

ま
す
。
新
規
で
報
告
さ
れ
る
人
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
岡
山
県
井
笠
家
畜
保
健
衛
生
所
　

☎（
84
）８
２
２
１

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
と

　き
　令
和
２
年
１
月
24
日
㈮

　
午
後
２
時
30
分
～
４
時

　
※
１
週
間
前
ま
で
に
要
予
約
。

◦
と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
相
談
無
料

■問
保
健
福
祉
課
保
健
業
務
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０

ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
相
談
窓
口

　ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
そ
の
他
多

量
の
飲
酒
、
未
成
年
の
飲
酒
、
妊
婦

の
飲
酒
等
の
「
不
適
切
な
飲
酒
」
の

影
響
に
よ
る
心
身
の
健
康
障
害
を「
ア

ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
」と
い
い
ま
す
。

不
適
切
な
飲
酒
は
、
本
人
の
心
身
だ

け
で
な
く
、
家
族
、
職
場
、
地
域
社

会
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
は
「
飲
酒

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
い
」
状

態
の
こ
と
で
す
。
習
慣
的
に
お
酒
を

飲
ん
で
い
れ
ば
、
誰
で
も
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
意
志
の
強
さ
や
性
格
の
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
近
年
は
女
性
の
飲
酒
率
が
高
く
な

っ
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
女
性
の
依

存
症
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

定
年
退
職
後
に
依
存
症
を
発
症
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
は
、
専
門
治
療
や
支
援
、
自

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

国民健康保険税（５期）
介護保険料（５期）
後期高齢者医療保険料（３期）

12月25日㈬ 12月25日㈬

水道料金・下水道料金
（矢掛・美川・三谷・小田地区）12月20日㈮ 12月25日㈬

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（11 月申請分）  １月 ７ 日㈫ 町民課

国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571高額療養費（11月申請分）11月17日㈫

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費

（11月申請分）
12月27日㈮

保健福祉課子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532

心身障害者医療費
（11月申請分）12月27日㈮ 保健福祉課福祉推進係

☎（82）1013  有線 0581

お
知
ら
せ

14令和元年12月号



■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

井原警察署
矢掛幹部派出所

※数値は暫定数です。

石
油
暖
房
機
を
安
全
に

使
う
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

①
暖
房
機
の
近
く
に
洗
濯
物
を
干
さ

な
い
。

②
火
を
つ
け
た
ま
ま
給
油
し
な
い
。

③
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く
で
使
用

し
な
い
。

④
ス
プ
レ
ー
缶
を
暖
房
機
の
近
く
に

置
か
な
い
。

⑤
フ
ィ
ル
タ
ー
や
吹
き
出
し
口
、
置

台
な
ど
に
ほ
こ
り
を
溜
め
な
い
。

⑥
前
年
か
ら
持
ち
越
し
た
灯
油
や
水

な
ど
が
混
入
し
た
灯
油
は
使
用
し
な

い
。

　
冬
は
空
気
が
乾
燥
し
て
火
災
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
一
人
一
人

が
注
意
し
て
安
全
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課

☎（
62
）９
４
０
２

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

１
月
10
日
㈮
、
16
日
㈭
、
17
日
㈮
、

20
日
㈪
、
22
日
㈬
、
24
日
㈮
、
28
日

㈫

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

１
月
６
日
㈪
、
13
日
㈪
、
20
日
㈪
、

27
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
11
月
分
／
敬
称
略
）

▼
災
害
寄
付
（
金
一
封
）
富
田
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
㈲
（
倉
敷
市
）、
作
楽
整

体
院
（
津
山
市
）、
池
田
正
直
（
新

潟
県
）、
八
木
健
次
（
東
京
都
）、
ア

ラ
ガ
ト
モ
ヒ
サ

▼
ふ
る
さ
と
納
税
（
金
一
封
）
大
橋

慶
子
、
林
純
一
、
山
﨑
修
子
、
福
田

保
則
（
岡
山
市
）、
松
本
義
喜
（
広

島
県
）、細
井
征
洋（
大
阪
府
）、上
杉

信
子（
京
都
府
）、
大
橋
楷
一
郎（
神

奈
川
県
）、
大
橋
栄
二
郎
（
東
京
都
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

石
井
真
理
子
（
小
林
）、
岡
田
貫
一

（
上
高
末
）、中
田
千
穂
子（
東
三
成
）、

妹
尾
新
一（
西
川
面
）、加
藤
　
進（
東

川
面
）、
妹
尾
浩
行
（
浅
海
）

▼
矢
掛
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
石
井

真
理
子
（
小
林
）
▼
美
川
公
民
館
へ

（
金
一
封
）岡
田
貫
一（
上
高
末
）▼
三

谷
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
多
賀
和
子
、

中
田
千
穂
子
（
東
三
成
）
▼
川
面
公

民
館
へ
（
金
一
封
）
妹
尾
新
一
（
西

川
面
）、
加
藤
　
進
（
東
川
面
）▼
中

川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
妹
尾
浩
行

（
浅
海
）、
井
上
和
恵
（
江
良
）
▼
美

術
館
へ
（
書
）
立
花
敏
子
（
玉
野
市
）

（
絵
画
）
武
井
貴
美
子
（
兵
庫
県
）

▼
矢
掛
寮
へ
（
野
菜
）
匿
名
希
望

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

金

属

盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

11　月 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 20 2 0 18
累　計 29 １ 0 0 5 4 1 0 0 1 4 8 2 3 256 20 0 236
（前年比） -25 -3 -1 -1 +3 +1 -5 -2 -1 -1 -15 +3 -1 -2 -44 -1 ±0 -43

※数値は暫定数です。◦犯罪・交通事故発生状況（令和元年11月末現在）

飲酒運転の根絶と年末年始の交通事故防止
　年末年始は、忘年会、新年会などお酒を飲む機会が多く、
例年飲酒運転による交通事故が増加します。飲酒事故を
起こせば、相手方やその家族を不幸にさせるだけでなく、
厳しい刑事処分や行政処分により、運転手やその家族の
人生を破滅させてしまうことを忘れないでください。
　また、誰もが慌ただしさを感じる時期で、ついイライ
ラしてスピードを出し過ぎたり、安全確認を怠ったりし
た結果、追突事故や出会頭事故が増加する傾向にありま
す。さらに、時間帯で見ると日暮れが早いため薄暮時間
帯に多く発生する傾向にあります。
　早めのライト点灯や時間に余裕を持った運転を心がけ、
道路を利用する一人ひとりが気を引き締めて、事故のな
い明るい年末年始を過ごしましょう。
令和２年「岡山県警察年頭視閲式」を開催！
◦と　き　令和２年１月22日㈬　午前10時～
◦ところ　岡山ドーム（岡山市北区）
　気迫に満ちた部隊行進や音楽隊による華麗なダンスと
ドリル演奏、各種訓練の様子など普段では見ることので
きない警察職員の姿を披露しますので、ぜひご来場くだ
さい。ももくん・ももちゃんとの記念撮影やパトカーや
白バイなど特殊車両への乗車体験ができるコーナーも予

定しています。
※入場無料ですが、駐車場に限りがありますので、公共
交通機関のご利用をお願いします。また、ご来場の際に
は混雑防止のため係員を配置しておりますので、係員の
誘導に従ってください。
高齢者講習等の制度と運転適性相談
◦高齢者講習と認識機能検査
　70歳以上の人が、運転免許証の更新を希望する場合は、
あらかじめ高齢者講習の受講が必要です。また、75歳
以上の人は高齢者講習の前に認知機能検査を受けておく
必要があります。対象者には、誕生日の約５カ月前に案
内のはがきが送付されますので、早めに自動車教習所等
に予約をして受講してください。
◦運転適性相談
　運転免許センターでは、加齢による認知・判断能力の
低下や病気の症状によって運転に不安を感じている高齢
者やご家族の人からの相談も受けています。
　来場相談だけでなく、電話相談も受け付けていますの
で、お気軽にお問い合わせください。
■問岡山県運転免許センター　☎086（724）2200
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2019. 12
vol.90

　矢掛町の一大イベント、「矢掛の宿場まつり大名行列」。地域ビジネス科の
２年生は、毎年町内企業とコラボレーションして開発した商品を販売してい
ます。その他、茶道部やボランティアの生徒も含めて、総勢約100人の生徒
が参加しました。
　地域の皆さんと交流し、いきいきとした生徒の笑顔が花を添えました。

矢掛の宿場まつり大名行列

リージョナルモデル通信  ⑤第２回 RM研究協議会

Top News
11 月 10日㈰

11月 14日㈭
　学校と地域が一体となって生徒を育てる活動が岡山県内でも増えています。
　「具体的な事例や課題は何があるのか？」矢高生も先進事例を紹介するためにフォー
ラムに参加し、自分たちの言葉で発表。聴衆からはたくさんの応援の声をいただきま
した。

地域連携フォーラム in 岡山大学

　囲碁将棋部１年の帯刀田翔さんが、12 月21～22日に岡山市で開催される囲碁の中
国大会に出場します！
　小学生の頃、姉の影響で囲碁を始めたという帯刀田さん。初の大舞台に向け、日々
腕を磨いています！

囲碁将棋部  中国大会出場！

　このコーナーでは、地域と連携した高校づくり（リージョナルモデル）を進めていく上で
参考になるトピックスを、毎回少しずつ取り上げます。第５回目は、先月の 11月 20日㈬
に矢掛高校で行われた「第２回 RM（リージョナルモデル）研究
協議会」の様子をお伝えします。

アンケートへのご協力
ありがとうございます

●第２推進部会【町役場主導】
　今後の入学希望者へのサポート体制を充実させるために、高校生にとってどん
　な補助があれば良いのかを調査・研究中。
●第３推進部会【矢掛高校主導】
　・町民の皆さんの意識や考えを知るための「住民アンケート」を実施中。
　・矢高の情報をタイムリーに発信するための「フェイスブック」を開始。
　　（＊「矢掛高校 RM研究協議会」で検索！）
　・矢高が地域連携を進化させていくための「地域協働活動コーディネ
　　ーター」を説明。

　研究協議会には、矢高の進化を具体的に後押しするために、
３つの「推進部会」が設けられています。
　今回の会合では、その３つの部会が既に動き出している状
況も報告されました。
●第１推進部会【町教育委員会主導】
　町内中学校と矢掛高校の連携を進化させるために、相互交
　流、相互活動の取り組みを展開中。

　矢掛高校リージョナルモデル研
究協議会で実施している、
「町内唯一の高校・矢掛高校
に係るアンケート」
にご協力いただき、ありがとうご
ざいます。貴重なご意見は今後の
協議会で検討し、生かしていきます。

編

集

後

記

　今
月
の
表
紙
は
柿
採
り
の
様
子
を

脚
立
の
上
か
ら
見
下
ろ
す
ア
ン
グ
ル

で
撮
影
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
何

度
か
柿
採
り
を
撮
影
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
下
か
ら
見
上

げ
た
同
じ
よ
う
な
も
の
ば
か
り
。
思

い
切
っ
て
脚
立
に
登
っ
て
み
る
と
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
新
た
な
発
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　ど
ん
な
時
も
新
た
な
発
見
が
あ
る

と
う
れ
し
く
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思

え
ま
す
。
来
年
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
大
切
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
「
広
報
や
か

げ
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総務企画課秘書広報室
☎（82）1010　有線0522
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